
第 章4

取組内容



幅広い年代に向けて水源林の認知度向上を図
り、水源地保全の重要性を知ってもらう知 る

1水道水源林ポータルサイト「みずふる」の拡充
2小学生用学習支援教材等のリニューアル
3多摩川水源サポーターの充実
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水道水源林ポータルサイト「みずふる」の拡充
◆現状 　� 　
〇�水源林に関する情報発信や、都民とのコミュニケーションの場として、水道水源林ポータルサイ

ト「みずふる」を令和３年度に開設しました。
〇�「みずふる」では、水源林に関する基本的な情報に加え、現地を紹介した動画を掲載するなど、

水源林の魅力を発信しています。
〇また、水源林ツアーなどの各種申込みに活用されています。

◆課題等 　� 　
〇�令和７年度末時点で、サイト開設から４年が経過しましたが、都民からの認知度は、いまだに低

い状況にあります。
〇�ほしい情報を簡単に検索できるようにしたり、魅力的な情報を発信するといったサイトの充実を

図っていく必要があります。

◆取組の方向性 　� 　
〇�引き続き、各種イベントなどにおいて「みずふる」をPRするとともに、ショート動画等のコン

テンツを充実させるなど、分かりやすい情報発信を行っていきます。
〇�サイト内の検索機能を向上させるため、チャットボットを導入していきます。

◆スケジュール

令和８年度 令和9年度 令和10年度

みずふるの拡充 チャットボットの
導入

ショート動画等
コンテンツの充実

学習コンテンツの
充実

水道水源林ポータルサイト「みずふる」

チャットボットの導入（イメージ）
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小学生用学習支援教材等のリニューアル
◆現状 　�
〇�小学校での学習に活用できるよう、水源林に関する学習支援教材（紙教材）を配布しています
（平成21年度～、約120校/年）。
〇�「みずふる」では、水源林について、誰もが学ぶことができるよう、紙教材のデジタルブック版

や学習支援動画を掲載しています。

◆課題等 　�
〇�現在の「みずふる」で掲載しているデジタルブック（紙教材を電子化）や動画では、水源地にお

ける最新の取組等を反映できておらず、内容の見直しが必要となっています。
〇�子どもたちに、水源林に興味を持ってもらえるよう、簡単にアクセスでき、学べる環境を整備し

ていく必要があります。

◆取組の方向性 　�
〇�学習支援教材を刷新し、教材としての充実を図ります。
〇自由研究などにも活用できる、動画や教材を集約した「キッズページ」を新設していきます。

◆スケジュール

令和８年度 令和9年度 令和10年度

学習支援教材等の
リニューアル 改修・提供企画検討

キッズページを活用した学習風景（イメージ）
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多摩川水源サポーターの充実
◆現状 　�
〇�水源地への来訪が難しい方にも、気軽に関心を持っていただけるよう、多摩川水源サポーター制

度を平成29年度に創設しました。
〇�登録いただいたサポーターの方々には、水源地の魅力を伝えるため、自然を感じることができる

四季折々の情報やイベントに関する情報などを、月２回程度のメールマガジンにより配信してい
ます。

〇�水源林ツアーや地元イベント等において制度のＰＲを行ってきた結果、現在の登録者は5,000人
を越えました（令和７年度末現在）。

◆課題等 　�
〇�多くの方にご登録をいただいておりますが、水源地での取組を応援していただけるサポーターを

今後も継続的に増やしていく必要があります。

◆取組の方向 　�
〇�引き続き、タイムリーな情報をみなさまにお届けするとともに、新たなサポーターを獲得するた

め、各種イベントなどで広報を行っていきます。

◆スケジュール

令和８年度 令和9年度 令和10年度

多摩川水源
サポーター メールマガジンの配信

メールでの紹介事例

▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△
多摩川水源フォトNEWS 第96号

（令和7年11月14日）
▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△
サポーターのみなさま、こんにちは！今号
は、水源地の秋の様子をご紹介します。

[1]コハウチワカエデとタカノツメ（11
月、山梨県小菅村）
燃えるようなオレンジ色の葉はコハウチワ
カエデ、黄色の葉がタカノツメです。
カエデは北半球を中心に200種ほどあり、
葉の形や色など様々なものがあります♪
また、タカノツメはウコギ科の樹木で、若
芽は山菜として食用にされます。

[2]ジョウビタキ（11月、奥多摩町）
全長15㎝ほどで、日本には秋にやってくる
鳥です。
オスもメスも１羽で縄張りを持ち、「ヒッ
ヒッ」と鳴きながら縄張りを主張します。
ちなみにオスだけがこんなカラフルな色を
しています♪
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水源林の現地を訪れ、水源地の魅⼒に直接触
れてもらう触れる

1�水源地ふれあいのみち小河内ゾーンにおける新エリアの整備
2水源林ツアーの実施
3学生による森林保全活動の促進
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◆スケジュール

令和８年度 令和9年度 令和10年度

新エリアを活用した
水源地のPR 新エリアの整備

水源地ふれあいのみち小河内ゾーンにおける新エリアの整備　　　　　　　　
◆現状 　�
〇�水道局では、水源地の豊かな自然を身近に感じてもらえるよう、水源林と奥多摩湖を一望できる

散策路「水源地ふれあいのみち小河内ゾーン」を整備しています。	
〇�隣接する奥多摩湖やふれあい館には、多くの方が訪れ、観光スポットになっています（ふれあい

館来館者数・約18万人/年）。

◆課題等 　�
〇�奥多摩湖やふれあい館を訪れる人は一定程度あるものの、ふれあいのみち小河内ゾーンに十分に

人を呼び込めず、活用できていません。
〇�また、整備開始から約30年が経過しており、一部で経年劣化が進行するなど、施設の老朽化が

進んでいます。

◆取組の方向性 　�
〇�ふれあい館に案内板や二次元バーコードなどを設置し、来館者を水源地ふれあいのみち小河内

ゾーンに誘導できるようにしていきます。
〇�登山者やマイカー観光客など、幅広い人々に訪れていただけるように、展望施設やイベントエリ

アの新設に加え、豊かな植物群落を育成していきます。
〇�老朽化した施設については更新などを行い、安全性や利便性の向上を図ることで、水源地の魅力

を発信していきます。

新エリア
展望施設新設

展望施設改良

新エリアの整備位置

展望施設のイメージ
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水源林ツアーの実施
◆現状 　�
〇�水源地の魅力や重要性を知ってもらうため、水源林を訪れるツアーを行っています。
〇�ツアーでは、散策に適した夏休みや紅葉時期に、水源地ふれあいのみちの柳沢峠ゾーン（甲州市）と小河内ゾーン（奥多摩町）で年６回程度開催しています。

◆課題等 　�
〇�定員を上回る数の応募があり、参加者の満足度も高い状況ですが、親子で参加できる機会を増やしてほしいという声が寄せられています。

◆取組の方向性 　�
〇�親子優先枠の設定など親子層が参加しやすくなるようなツアーの充実を図り、より幅広い層に水源林の魅力や重要性をPRしていきます。

◆スケジュール

令和８年度 令和9年度 令和10年度

水源林ツアー 現地散策ツアーの実施

令和７年度水源林ツアーの様子

Q．水源林ツアーに参加してみていかがでしたか
【令和７年度水源林ツアー参加者満足度】

とても良かった
89％

良かった
11％

回答数
115人
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学生による森林保全活動の促進
◆現状 　�
〇�若い人にも水源地保全の重要性を知ってもらえるよう、多摩川水源森林隊を活用し、大学生によ

る森林保全活動を実施しています。
　（令和6年度活動実績：５校15名　令和７年度活動実績：３校10名）

◆課題等 　�
〇�毎年、複数の大学と連携して活動を行っていますが、新たな大学からの参加が少ない状況です。

◆取組の方向性 　�
〇�大学生をはじめとした学生が、気軽に多摩川水源森林隊の活動に参加できるよう、新たに「キャ

ンパスＤＡＹ」※を設けていきます。
〇�若い人に水源地保全の重要性を知ってもらえるよう、近隣の学校などに呼びかけを行い、より多

くの学生の参加を促進していきます。

◆スケジュール

令和８年度 令和9年度 令和10年度

学生による
森林保全活動 キャンパスＤＡＹの開催及び積極的なＰＲを実施

※キャンパスDAY…森林保全活動の参加者を大学生をはじめとした学生に限定した活動日

大学生による森林保全活動
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企業、都⺠、関係⾃治体と協働して、水源の
森づくりを⾏い、水源地保全に対する理解促
進を図る

協 働

1東京水道～企業の森（ネーミングライツ）
2企業パートナー制度
3東京水道～水源林寄附金の充実
4多摩川水源森林隊における新たな活動の導入
5地元自治体等関係機関との連携
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